
31)土田順子 ･川崎勝義 ･久保南梅子 ･山海直 ･

寺尾恵治 ･小山高正 ･富川泰弘 ･牧野順四郎 ･

小嶋群三 (1999)老齢カニクイザルにおける図

形弁別学習｡ 日本動物心理学会第59回大会

(1999年5月､金沢)｡動物心理学研究49(1):96.

32)打越万喜子 ･水谷俊明 ･松沢哲郎 (1999)ア

ジルテナガザル (HylobatesagJ'h'S)あかんぼ

うの行動発達｡動物心理学会第59回大会

(1999年5月､金沢)｡動物心理学研究49(1):96.

33)上野有理 (1999)ニホンザル新生児における

採食行動の発達｡第18回日本動物行動学会大

会 (1999年11月､名古屋)｡

34)海野俊平 ･加藤啓一郎 ･三上章允 ･萎英男 ･

松元まどか ･小山哲男 ･長谷川良平 (1999)学

習課題遂行中のFSニューロンのバースト発火｡

第45回中部日本生理学会(1999年10月､名古

屋)｡第45回中部日本生理学会予稿集p.18.

学位取得者と論文月日

京都大学博士 (理学)

呉田随一 (課程):Perceptionofspecies-sI妃Cific
vocalizationsincommonmarmosets

(CaJJL'thn'xJ'acchus):Experimentalstudies

oDerant-baseddiscriminationparadigm .

(コモンマ-モセットにおける種特異的音声の

知覚 :オペラント弁別による実験的研究)

大平桝司 (課程):StudiesonTrkBinthe

developingPrimatecentralnervoussystem.

(発達期霊長規の中枢神経系におけるTrkBに関

する研究)

伊藤浩介 (課程):Methodsforthebiological

studyofprsonality.

(性格の生物学研究のための方法)

泉 明 宏 (課程 ):Auditoryperceptual

organizationinJapanesemonkeys,(Macaca

fuscata):Somepropertiesconcerning

sequentialandharmonicorganization.

(ニホンザルの聴覚における知覚的体制化 :同

時的 ･経時的体制化に関わる特性)

京都大学修士

上野有理 :ニホンザルにおける採食行動の発達と

社会的影響

海野俊平 :学習課題遂行中にサル大脳皮質から記

録したバーストニューロンの活動パターン

加藤啓一郎 :報酬及び嫌悪刺数の予期に関わる帯

状回のニューロン活動

郷 康広 :テロメア配列を指標としたマダガスカ

ル産原猿短の染色体進化の解明

近藤美智和 :オナガザル亜科における大臼歯唆耗

と歯牙使用法

西村 剛 :真猿類の喉頭位置に関する比較形態学

的研究

Cunha,MauraLuciaCelli:飼育下チンパン

ジー (PantTlDgJbdytes)kおける道具使用

ZavalaGuillen,ÅnaKarina:ミトコンドリア

D-Loopの塩基配列解析によるアフリカ大型類

人猿の遺伝的分化

(3)研究集会
霊長類学総合ゼミナール

所内研究会 rなぜ､今サルなのれ -Whydowo

useprimates?-｣

日時 :1999年12月15日(水)9:30-17:00

場所 :霊長類研究所大会議室

プログラム(◎:発表者)

9:30-ll:30口頭発表Oralpresentation1
O･1ボルネオ ･ビデオレポート(BorneoVideo

ReI泊rt)◎SatosrdHIRATA

O-2 GeographicVariationofMitochondrial

DNAinIndonesiaLong-tailedMacaques

(MacacaFascjcuLaTJ'S):ThePopulationof

TabuanIslandandItsRelationshiptothe

MainlandPop山ations

◎DyahPERWITASARI-FARAJALLAH.Y.

KAWAMOTO,R.C.EYES,R.P.A.LELANA,
andB.SURYOBROTO

0-3野生ニホンザルにおける非段銭的なサンプ

ルを利用した父子判定 (Paternity-analysisof

WildJapaneseMacaquesUsingNonlnvasive

Sampling)◎SachikoHAYAXAWA

0-4ニホンザルの初期成長と初期死亡率の性差

について(InfantGrowthandSexDifferences

inInfantMortalityinProvisionedFree-

rangingJapaneseMacaques)

@HiroyukiKURITA
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ll:30-13:00休憩 ･昼食Break&Lunch

13:00-14:00口頭発表Oratpresentation2
0･S TheChangesofExpressedGcncson

AgingandSeasonalChangeinTestisof

JapaneseMonkey(Macacaluscatzl)by

Di汀erentialDisplayPCRMeth∝1

◎YUSungs00k

o_6知識と食物のトレードオフ :ニホンザルにL
おけるシラミ卵押収の成立条件 (Tradeoff

betweenKnowledgeandF00dTheConditions

forConfiscationofLouseEggsamongFree-

rangingJapaneseMacaques)

◎IchirouTANAKA

14:00-14:15総合討論

14:30I15:30ポスター発表Posterpresentation
:Session1

P･1霊長類中枢神経系におけるBDNFの分布

(BDNFDistributionintheAdultMonkey
Brain)◎TakumaMORI

P･2EvaluationofBrain-DerivedNeurotropldc

Factor(BDNF)mRNAinMacaqueMonkey

BrainbyUsingRT-PCRMethods(マカクサル

脳における脳由来神経栄養因子 (BDNF)

mRNA測定法の開発 :RT-PCR法による評価)

◎DaisukeYAMASHITA.ShinjiYAMAGUCHI

Ko･ichiHOMMA.andMotohamHAYASHI

P･3AssessmentofTissueFactorGene

ExpressionUsingCompetitiveRT-PCR:Its

Testosterone-一egulatedExpressioninMonkey

SeminalVesicle ◎HUHJung1m,Makoto

HIRANO,andShinNAKAMURA

PJIGeneticRelationshipsamongSubspecies

ofSavannaMonkeys

◎MakotoK.SHIMADA

P･5マカクにおけるメデ トミジン/ケタミンに

よる麻酔 とアチパメゾ-ルによる麻酔逆転

(AnesthesiaofMacaqueswithMedetomidine/

KetamineaLndReversalbyA岱pamezole)

◎ShihoFUJITA

p-6所内ニホンザルの骨折､変形性関節症につ

いて(HealedBoneFracturesandOsteoarthritis
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inMacacaFuscataFuscatawhoWereBorn

andDiedatPRI)◎MasashiNAKAI

16:00-17:00ポスター発表 Posterpresentation
:Session2

p-7老齢ザルにおける遅延反応課題とその行動

解析 (DelayedResponseandtheBehavioral

AnalysisintheLearningProcessonAged

Monkeys)◎NamikoKUBO

P･8老齢ニホ ンザルの連続位 置逆 転学 習

(SuccessivePositionReversalLearningin

AgedMonkeys(MacacaluscataFuscata)

◎JunkoTSUCHIDA,NamikoKUBO,
ShozoKOJIMA

P-9動物園のチンパンジーは何をしているか?一

環境エンリッチメントを考える-(HowAre

ChimpanzeesSpendingTheirTimeinthe
Zoo?:TheViewPointofEnvironmental

Enrichment)◎TomomiOCHIAI

P･10BehavioralDevelopmentofGibbon

Infan ts(HyJobatesagJ'JL'S)

◎MakikoUCHIKOSHI.ToshiakiMIZUTANI.
andTetsuroMATSUZAWA

P･11EndocrineCorrelatesofReproduction

andAggressioninMaleJapaneseMacaques
◎GordonM.BARETT

P･12マハレのチンパンジーの狩孤 ･肉食行動

(PredatoryBehaviorofWildChimpanzeesin

theMahaleMountains)◎KazuukoHOSAKA

P･13クモザルはどのような時に大きいパーティ

を作るか (WhendoSpiderMonkeysMakea

LargeParty?)◎YukikoSHIMOOKA

本研究会は､霊長斯学総合ゼミナールの-孤

として､大学院生TAが中心となって準併し.運

営した｡本研究会の目的は､霊長析研究所に所属

し部門 ･分野の只なる研究者が.研究の成果や計

画をお互いに和岱することで学術的な交流を推進

する目的で企画された｡研死会の桐成は口頭発表

とポスター発寂の2本立てで､院生のほぼ全員.

そして特別研究凡.研修fl､共同利用研究者まで

も含めた多くの研究者が研究報告をした｡所内の

若手の研死者が一同に会して､自分の研究内容を

発寂し.理解を深め合う機会としてひじょうに有



効であったと考える｡ただし.個々の研究を発表

しあうだけにとどまり､研究会のテーマである､

｢なぜサルを使った研究をおこなうのか｣につい

ては､時間的な制約もあり､議論がほとんどなさ

れなかったのは残念であった｡

(文貴 :田中正之)

霊長類学総合ゼミナール

｢霊長類の脳と行動の老化｣

日時 :2000年1月14日 (金)10:30-16:45

場所 :宿泊棟第2会議室

プログラム

10:30-ll:15林 基治

正常脳老化とアルツハイマー病脳老化ではど

こが追うのか

ll:15-12:00 小嶋群三

itITJiirTR桑を切除されたサルと老齢ザルの行動

13:30-14:15 久保南海子

老齢ザルにおける位超記憶課題の行動解析

14:15･15:00 土田順子

的qI茄における加齢に伴うドパミン系の変化

15:15-16:00 森 琢磨

BDNFを通して見た脳の老化

16:00-16:45山下大輔

アルツハイマー病患者脳におけるBDNFと

TrkB

ねらいと報告

一分科制から複数分科制への移行､受講科目

に関する選択制の導入は.一部の教官に霊長類学

が持つべき総合性や学際性にマイナスに働くとの

危帆をひきおこした｡それに対する答えの一つが

r霊長Wl学総合ゼミナール｣であったと思う｡個

人的には.そのような危快を持った教官こそが院

生と共に総合ゼミを企画し実施することにより.

霊長輯学の総合､学際性を維持､強化することを

期待した｡あえて ｢総合ゼミ｣と名乗らないセミ

ナーは複数あったと思うが､このようなセミナー

が多数企画されたとは聞かない｡残念なことであ

る｡この総合ゼミ ｢霊長類の脳と行動の老化｣で

は､教官 (林､小嶋)は一般的,概説的な話を､

そして共同利用研究員を含む大学院生は自分の研

究テ-マに即した話をすることとした｡晃なる街

域 (脳と行動)の間の溝を埋め､院生の今後の研

究に役立ててもらいたいと考えた｡

小嶋は老齢ザルの行動研究と脳研究の関連

や､老齢ザルの行動の特徴について述べた｡共同

利用研究員の久保 (日本女子大)は､老齢ザルの

位置記憶課題に関する行動解析の研究について.

以下の3点からレポー トした｡1.老齢ザルの位

置記憶の研究 :課題生得までには差時ないが･短
時間の遅延挿入で顕著な成績の低下｡2.遅延反

応課題における行動分析的研究 :刺激間の距離､

活動性やBodyOrientationと成紙の相関性､反

応系列の分析などに関する研究の結果｡3.老齢

ザルの位置記憶課題における行動解析の実際 :現

在､行っている位置記憶課題の結果と行動解析の

経過報告｡土田は加齢に伴う認知機能の低下と脳

内の変化との関係を探るという故点から､特に前

頭葉皮質におけるドーパミンの機能に注目した｡

以下の四項目の話題を設定して､それに関する論

文の紹介を行った｡1.前頭桑のドーパミンが認

知機能に果たす役割.2.成体マカクザルにおけ

るドーパミンとその線維､受容体の分布､3.加

齢に伴うドーパミンとその線維､受容体の分布の

変化､4.加齢に伴うドーパミン機能の変化～遅

延反応課題との関連～｡

林はアルツハイマー病患者と正常の加齢過程

における脳の変化との追いを.神経細胞の変化を

中心に概説した｡ヒトの加齢にともなう神経細胞

数の減少はたかだか10%ぐらいであること､ま

たマカクサルでは5才から32才まで細胞数に変化

は認められないこと､一方アルツハイマー病では

30%ぐらいまで減少すること等が紹介された｡

またアルツハイマー病では老人斑と神経原線維変

化の蓄積がまず喚内野から観察されはじめ､その

後脳全体に観察されることが示された｡森は､脳

の老化を考える上で生物種や性差またホルモン類

の彫響などを考慮することが必要であることを､

現在定量を行っている脳由来神経栄養因子

(BDNF)を中心に示した｡また山下は神経栄養因

子とその受容体について概説した後､アルツハイ

マー病では神経栄養因子のなかでもBDNFの

mRNA塁とタンパク質塁が顕著に減少すること

示し､神経栄養因子規が脳老化と密接に関連して

いることを示した｡ (文資 :/川島群三)
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アジア学術セミナー

r生物の多様性､霊長類学からのメッセージ｣

日 時 :1999年7月26日(月)～8月6日(金)

切 所 :京都大学霊長類研究所大会'in去

珍加者 :約45名

日本学術振興会との共催で.平成11年7月26

日(月)から8月6日(金)までの期間.｢生物の多様

性､霊長Fi学からのメッセージ｣というテーマの

もとに､アジア学術セミナーを開催した (代表

者 :竹中 修)｡これはアジアの各国から若い研

死者や大学院生を招待し､サマースクール形式の

セミナーを開催するというものである｡外国から

の参加者は下に記した国々を主に11カ国35名を

扱えた｡日本国内からも10名近くの参加者が

あった.

アフリカ､南アメリカと並びアジアは霊長柄

進化の主要な均の一つである｡霊長斬研究所のア

ジアの霊長類研究グループは現在まで多くの国々

で調査研究を展開し.現地での共同調査やそれら

の国の若い研究者を受け入れての教育に努力して

きた｡中国.ネパール､スリランカ､インド,バ

ングラデシュ.ミヤンマ｢.タイ､ヴェトナム､

フィリピン､マレーシア､インドネシア等である｡

他方､霊長類学を柄成する学問市域も､動物

社会学.生態学､行動学､認知科学､形態学､生

理学､分子生物学､突放動物学等多岐にわたって

おり､霊長類研究所ではそれらを相互に連関させ

て研究を進めてきている｡一方､東南アジアの大

学の理学部生物学致壷では多くの生物種を対象と

した､多くの分野からの研究が進められている｡

霊長机もその対象の一つである｡そこで設立以来.

30年を超えた霊長類を対象とした総合的な研究

成果を提示することにより.彼らの対象とする動

如 こ対する研究の将来像を教示することを考え

た｡午前中は全員が参加する特別講義とした｡こ

れには霊長類研究所をはじめ国内からの4名に加

え､アメリカ等から4名の講師を招待した｡午後

は…舟苑と枚数の実習を同時並行させ選択制とし

た｡またアジアの国の多くでは熟柿雨林の大規模

な伐採が進行中である｡保全生態学の言辞苑も取り

入れ､自然保吉劉ま一国のみではなく､アジア全体

を考える必要があることを訴えた｡

ポスターセッションを設け参加者に発表を呼

びかけたところほとんど全flの発表があった｡会

期中ポスターを展示し続け､それらを会話のトリ

ガーとなるように計った｡また自分のポスターの

前で約10分程度の死去と穴綻応答を計岡したと

ころ､参加者からの的を得た質問が出され 非常

に活発な放論が展開された｡対象の動物も昆虫､

魚類､佃虫熱から霊長類､古生物等多岐にわたっ

た｡参加者相互の日常会話による各国の教育研究

に関する情報交換に加え､各自の研究テーマを基

礎とした情報の交換は有意義であったと思う｡

アジアの各国で霊長類研究所のグループが

フイ-ル ド調査を行ってきたが､それらは例えば

日本とインド､日本とタイ､日本とインドネシア

というように二国間の共同研究であった｡しかし

二十｢世紀には.アジアの各国の間の生物に関す

る研究のネットワークを作って欲しい旨強調し

た｡それは多様な生物に対する理解にとって各国

間の共同研究は必罰であると考えるからである｡

また追かな背に生物を誕生させ､気の泣くなるよ

うな時間をかけ多様な生物を育んできた地球の環

境をこれ以上怒化させないためにも､アジア全体

いや地球全体を視野に入れた生物の研究が必要で

あると考えているからである.二週RT)近くに及ぶ

アジア学術セミナーはその折-33-としての役割を

果たせたと想っている.

(文ft:竹中 修)

所内談話会

第 1回 :1999年4月21日(水)

｢京都大学霊長類研究所｣

一人類進化の道を探る-

(広報委員会作成 研究所紹介ビデオの上映)

第2回 :1999年5月26日(水)

｢独立行政法人化について｣

篠原 徹 (国立歴史民俗1呼物餌民族研究部)

苅3回 :1999年6月30日(水)

｢さまざまな知性 :ザリガニ､ネズミ､ウマ､チ

ンパンジー.ヒトの学習課程から｣

川合伸幸 (思考言語分野)
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約4回 :1999年7月28日(水)

｢ヘルペスウイルスによる中枢神経系合併症｣

一診断､治療と発症予防について-

木村 宏 (名古屋大学医学部小児科)

(講演ビデオを談話会係で保存)

約5回 :1999年10月4日(月)

rContributionofTsimbazazaZoointhe

preservationofMalagasyirheritanceJ
Mr.RakotoarisoaGilbert

TsimbazazaZoo,Madagascar

第6回 :1999年10月25日(月)

｢ロボット設計論｣

一身体からの知能と心の創発一

浅田稔 (大阪大学大学院工学研究科知

能 ･機能創成工学専攻)

第7回 :1999年11月8日(月)

rMolecularanalysisofmdnkeyB-virusand

relatedheW SVirusesJ
Prof.RichardW.Eberle

DepLofhfectiousDisease

CollegeofVeterinaryMedicine

OklahomaStateUniv,USA

第8回 :1999年12月13日(月)

rAnevolutionarypsychologicalperspective

onhomicideJ

Prof.MartinDaly

Prof.MargoWnlson

DeptofPsydhokw.McMasterUniv,USA

節9回 :2000年2月3日(木)

rマハレのチンパンジーをめぐる種間関係｣

上原重男 (生態機構分野)

第10回 :2000年3月31日(金)

｢人間行動の進化生物学的理解- r殺人Jl･ r死

亡率j研究を題材にして｣

長谷川寅理子 (早稲田大学政治経済学部)

長谷川寿-(東京大学総合文化研究科)

(所内談話会係 :室山泰之 ･脇田其晴)
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(4)外国人研究員
招へい外国人学者

氏 名 :Shal1ab,Mtihammad

受入教官 :大蔵 聡

研究課題 :性腺刺激わ レモン分泌の栄養制御に関

わる神経伝達物質に関する研究

招へい期間 :1999.3.15-2000.1.31

氏 名 :Farajallah.Achmad

受入教官 :竹中 修

研究課題 :熱帯の動物の多様性に関する研究

招へい期間 :1999.3.10-1999.6.9

氏 名 :Fagot,Joる1

受入教官 :友永雅紀

研究課題 :チンパンジーにおける視知覚の研究

招へい期間 :1999.6.23-1999.7.31

氏 名 :Wuiam S,BlytheAm e

受入教官 :高井正成

研究課題 :霊長類の進化系統学的研究

招へい期間 :1999.8.8-1999.ll.21

氏 名 :Caton.JudithMary

受入教官 :茂原信生

研究課題 :霊長掛 削ヒ器系の比較解剖学の研究

招へい期間 :1999.10.29-1999.ll.29

氏 名:Huffman.MichaelAlan

受入教官 :上原韮男

研究課題 :霊長奴の自己管理に関する行動発達の

研究

招へい期間 :2000.1.1-2000.3.21

氏 名:RinaHerlinaSetyadji

受入教官 :竹中 修

研究課題 :インドネシアスラウェシマカクの遺伝

的分化

招へい期間:2000.1.12-2000.3.31

氏 名:FarajallahAchnad

受入教官 :竹中 修

研究課題 :霊長類の迫伝子分析

招へい期間 :2000.1.1-2000.2.5



(5)日本人研究員 ･研究生
日本学術振興会特別研究員

氏 名 :中村徳子

受入敢官 :松沢哲郎

研修題目 :チンパンジー乳幼児とヒト乳幼児にお

ける托知機能の先述の比較

受入期間 :1997.4.1-2000.3.31

氏 名 :小林洋美

受入数官 :茂原信生

研修RB目 :霊長杭の形態とその機能

受入期間 :1998.4.1-2000.3.31

氏 名 :保坂和彦

受入敢官 :加納隆至

研修題目:野生チンパンジーの社会的道具に関す

る研究

受入期間 :1998.7.1-2001.3.31

氏 名 :岡 挿樹

受入教官 :竹中 修

研修題目:熱帯林の分断化がテナガザルの社会に

及ぼす影響に関する行動生態学的及び遭伝学的

研究

受入期間 :1998.9.1-2001.3.31

氏 名 :岡本暁子

受入教官 :小嶋群三

研修題目 :霊長校の社会行動の比較研究

受入期間 :1999.4.1-2002.3.31

氏 名 :山越政子

受入教官 :松沢哲郎

研修題目 :ヒト及びチンパンジーにおける模倣の

発達とその生物学的基盤

受入1g]問 :1999.4.1-2002.3.31

氏 名 :茶谷 煮

受入教官 :竹中 修

研修題目:柄人綾とオナガザルのロコモーション

発達

受入期間 :1999.6.1-2002.3.31

研修員

氏 名 :泊F弟弥

受入数官 :加納隆至

研修娼目:野生チンパンジーの母子関係及びきょ

うだい関係の研究

受入期間 :1999.5.1-20003.31

氏 名 :田中伊知郎

受入教官 :森 明雄

研修題目:ニホンザルにおける社会的学習のメカ

ニズムの研究

受入期間 :1999.4.21-2000.3.31

受託研究且

氏 名 :常松雅子

受入枚官 :中村 仲

研究項目:忠長項のアレルギー反応におけるIgE

産生機序の調節

受入孜官 :1999.4.1-2000.3.31

研究生

氏 名 :道家千聡

受入故官 :松沢哲郎

研究項目:盟長矧 こおける野生保全と動物福祉に

関する獣医学的研究

受入期間 :1999.4.1-2000.3.31

氏 名 :土井黍次郎

受入教官 :三上申允

研究項目:忠抱に関わる神経活動についての研究

受入期間 :1999.5.1-2000.3.31

氏 名 :中山 桂

受入教官 :加納隆至

研究項目:個体の依劣関係と採食職略

受入期間 :1999.5.1-2000.3.31

特別研究学生

氏 名 :小山哲刀

受入枚官 :三上章允

研死相目:中枢神経系における痛みの認知及び情

臥 逃避行動への影響の解明

研究相関 :1999.4.1-2000.3.31
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